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関西大学 教育開発支援センター（CTL）

本学における教育の質的向上に向けた全学的な教育支援体制に係る諸施策の企画・開発及び推進を図るとともに、組織的
かつ継続的に教育内容及び教育方法の改善（FD活動）を行い、本学の教育の発展に寄与すること。

関西大学 教育開発支援センター Kansai University Center for Teaching and Learning
〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35　 TEL: 06-6368-1513　FAX: 06-6368-1514
http://www.kansai-u.ac.jp/ctl/index.html

Kansai University
Center for Teaching 
and Learning

プロジェクト型で教育制度に
関する企画立案や教育実践に
関する研究を推進しています。

・ 教育内容・方法の改善の支援及び推進
・ 教育効果の評価方法の開発及び実施
・ 教員の教育力向上の支援及び推進
・ 全学的な教育システムの調査及び開発
・ 教材開発・改善の支援及び推進
・ 授業に関わる相談・改善

・ 授業に関わるスタッフ（TA、LA等）の資質向上支援
・ 教育環境向上のための研究及び調査
・ 教育内容・方法に適した教育施設・設備の立案、管理
・ 大学教育に関する学内外の情報、図書、資料の収集及び分析並びに
情報の発信

・ その他センターの目的達成のために必要な事項

プロジェクト

学習環境デザイン・
学習支援
プロジェクト
代表者：岩﨑 千晶 准教授

ICT活用授業の
普及活動
プロジェクト
代表者：山本 敏幸 教授

アクティブ・ラーニング
プロジェクト
代表者：三浦 真琴 教授

成果指標検討
プロジェクト
代表者：森 朋子 教授

ライティング支援
プロジェクト
代表者：中澤 務 教授

FD/SD連携
プロジェクト
代表者：岩﨑 千晶 准教授

関大LMS活用
プロジェクト
代表者：山本 敏幸 教授

目的

業務
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プロジェクト紹介

学習環境デザイン・学習支援プロジェクト
代表者：岩﨑 千晶 准教授

　学習環境デザイン・学習支援プロジェクトでは、本学の学習
環境・学習支援のデザインと運営を行っています。学習環境に
関しては、ラーニング・コモンズなどの学びの場をよりよいもの
にするための企画や調査を実施しています。また、学習支援に
ついては、授業内での学習を支援するTeaching Assistantや
Learning Assistantといった制度において、学生の教育力を
十分に活かすための運用を行っています。また、Learn ing 
Caféなどの授業外講座の企画も行います。このように、授業内
と授業外の双方における学生の学びを促進し、充実させるた
めの活動を積極的に展開しています。

1

ICT活用授業の普及活動プロジェクト
代表者：山本 敏幸 教授

　これからの社会を生き抜く関大人には、Lifelong Active Learner
としての素養と信頼を得るためのAdvanced Communicationの
ためのICTリテラシーが必須となります。ICT活用授業の普及活動
プロジェクトでは、アクティブ・ラーニングを促すシンキングツール
やICT活用の普及・啓蒙を目指していきます。Office365やド
ロップボックスといった、学内にあるICT機器及びサービスの活用
を促進する教員向けあるいは学生向けのセミナーを開催したり、
授業におけるICT活用の相談やコンサルティングも随時行ったり
します。

2 アクティブ・ラーニングプロジェクト
代表者：三浦 真琴 教授

　アクティブ・ラーニングプロジェクトでは、本学においてアク
ティブ・ラーニングが浸透することを願って、学生の学習が主
体的、活動的なものになるような知見や情報の提供・共有ある
いは創出に尽力しています。特に、2014年度に文部科学省大
学教育再生加速プログラムに採択された取組「21世紀を生き
抜く考動人＜Lifelong Active Learnerの育成＞」において、
これまで取り組んできたLearning Assistantの活用と育成を
精力的に継続するとともに、交渉学を大きな柱とした取組によ
り、創造的な思考と責任ある行動を実践していく社会人の基
礎力の涵養を目指しています。

3

成果指標検討プロジェクト
代表者：森 朋子 教授

　成果指標検討プロジェクトでは、教学IRの推進と初年次教育に
関するコモン・ルーブリックの作成といった２本柱を中心に活動
を行っています。いずれも学習を評価することで教育改善を目指
すものですが、評価にとどまらず、その結果を学生が自らの学習
状況を把握できるツールとして活用できることを目指します。この
ように、学習の評価を直接的あるいは間接的に活用することに
より、学生の学びを総合的にサポートするあり方を検討していき
ます。

4 ライティング支援プロジェクト
代表者：中澤 務 教授

　ライティング支援プロジェクトでは、2012年度に文部科学省
大学間連携共同教育推進事業に採択された「〈考え、表現し、
発信する力〉を培うライティング／キャリア支援」で行われてき
た取組を継続・発展させることを目的としています。学内6ヶ所
に設置された「ライティングラボ」におけるライティング支援を
中心に、各学部の授業との連携や、「文章表現ワンポイント講
座」などのセミナーも開催するなど、学生のアカデミック・ライ
ティング能力を育成する仕組みを多面的に整備し、運用してい
ます。

5

FD/SD連携プロジェクト
代表者：岩﨑 千晶 准教授

　2017年4月に大学設置基準が改正され、Staff Development
（SD）が義務化されました。ここでいうSDとは教育職員と事務職員
の双方を含むものです。FD/SD連携プロジェクトでは大学におけ
る諸取組を両者がともによくしていくための能力育成に取り組み
ます。具体的には、「三者協働型SD研修プログラム」を企画し、
2017年春学期から実施しています。教育職員、事務職員に加え、
学生も同じ場で研修プログラムに参加することにより、立場や部
署を超えた教え合いと学び合いが生成されています。

6 関大LMS活用プロジェクト
代表者：山本 敏幸 教授

　関大LMS活用プロジェクトでは、2016年度から本学で運用
されたLMS(Learning Management System)である「関大
LMS」の活用を促進するための諸取組を行っています。具体的
には、「日常的FD懇話会」や「ランチョンセミナー」などの場で、
授業準備や運営に役立つ活用法を紹介するとともに、教員や
学生からの問合せ対応や、授業準備に活用可能なFAQ集やテ
ンプレートの開発などを、教育推進部教員やITセンター職員、
授業支援グループ職員が連携して行っています。
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2019年度　教育開発支援センター　行事一覧

１　FDフォーラム
開催日 開催時間 テ　　ー　　マ 講　　　師

7月20日（土） 13：30～16：30 授業評価アンケートを展望する－その多様性と可能性－

杉井 俊夫氏（中部大学 大学企画室長・大学評価推進部長 工学
部都市建設工学科 教授）
寺岡 伸郎氏（金沢工業大学 大学事務局 教務課 教務課長）
津野 十紫氏（京都産業大学 教育支援研究開発センター事務室
事務長補佐）

12月14日（土） 13：00～16：00
大学におけるライティング支援
―高大接続で考えるライティング力の涵養―

飯野朋美氏（津田塾大学ライティングセンター　特任講師）
森朋子（関西大学教育推進部　教授）
岩﨑千晶（関西大学教育推進部　准教授）
多田泰紘（関西大学教育推進部　特別任命助教）

2　ランチョンセミナー
開催日 開催時間 テ　　ー　　マ 講　　　師

5月29日（水）
6月19日（水）
7月3日（水）

15：00～16：00

ティータイムセミナー
第1回 ルーブリックを作る
第2回 ルーブリックを導入する
第3回 ルーブリックを修正する

多田泰紘（教育推進部　特別任命助教）

3　他大学とのフォーラム
実施日 開催時間 テ　　ー　　マ 講　　　師

2020年2月22日（土）
（新型コロナウイルス感染症対策により中止）

11：00～17：00
神戸学院大学・摂南大学・関西大学 共催　PAL（Peer Assisted
Learning） Forum the 3rd
「初心者のためのSA・LA導入～入門編～」

スチューデントアシスタント（SA）やラーニングアシスタント（LA)など
各大学の学生アシスタント

2020年3月5日（木）～6日
（金）

（新型コロナウイルス感染症対策により中止）

10：00～18：40
（6日は16時終

了）
大学教育再生加速プログラム（AP）全体報告会

本学報告者
三浦真琴（関西大学教育推進部　教授）
吉江あかり、村垣りん（関西大学ラーニングアシスタント（LA））

●ワンポイント講座（学生向け）
実施日 開催時間 テ　　ー　　マ 講　　　師

4月18日（木）、19日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第1回】レポート」と「作文」はどこが違う？

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

4月23日（火）、26日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【特別回】いまさら人には聞けない！?失敗しない実験レポートの書
き方

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

4月25日（木）、26日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第2回】大学の授業、ノートとれてる？

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

5月9日（木）、10日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第3回】とりあえず、テーマを決めよう！～情報や文献の探し方～

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

5月16日（木）、17日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第4回レポートにふさわしい文章になってる？

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

5月23日（木）、24日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第5回】提出前に確認しよう！～引用と参考文献の書き方～

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

5月30日（木）、31日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第6回】ブックレポート」は何を書くの？

寺島　紀衣（教育開発支援センター　ライティングラボアカデミックアドバイザー）

6月6日（木）、7日（金） 12：20～12：50
■レポートの書き方ワンポイント講座
【第7回】スマホを使ってクリティカルシンキングしよう！

山本　敏幸（教育推進部　教授）

10月11日（金） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
卒論コース【第１回】卒業研究から卒業論文のテーマを考えよう

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

10月18日（金） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
卒論コース【第２回】卒業論文を組み立てる～レポートと卒論の構
成の違い～

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

10月25日（金） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
卒論コース【第３回】卒業論文の書き方①～何をどこまで書いたら
良いの？～

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

10月31日（木） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
【特別回】「留学志望動機書の書き方」  自分の興味に引き寄せた
テーマ設定のコツ

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

11月8日（金） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
卒論コース【第４回】卒業論文の書き方②～提出前の確認ポイント
～

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）

11月13日（水） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
アカデミックスキルコース【第１回】アンケートの作り方・とり方のコツ

佐藤　栄晃（教育開発支援センター　アドバイザリースタッフ）

11月15日（金） 12：20～12：50

●アカデミックスキルワンポイント講座
アカデミックスキルコース【第２回】学内のネットワークを使ってモバ
イルラーニング！～スマホをパワフルな学習ツールとして使おう！
～」

山本　敏幸（教育推進部　教授）

11月20日（水） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
アカデミックスキルコース【第３回】データの「平均」の見方を知ろう
～

佐藤　栄晃（教育開発支援センター　アドバイザリースタッフ）

11月22日（金） 12：20～12：50

●アカデミックスキルワンポイント講座
アカデミックスキルコース【第４回】グループワークでOffice365を活
用しよう！～その他の役立つスマホアプリ・クラウドサービスを紹介
します～」

山本　敏幸（教育推進部　教授）

11月27日（水） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
アカデミックスキルコース【第５回】「グラフ」の読み解きかたを学ぼう

佐藤　栄晃（教育開発支援センター　アドバイザリースタッフ）

12月20日（金） 12：20～12：50
●アカデミックスキルワンポイント講座
卒論コース【第５回】スライド資料の作り方＆口頭発表の手法

多田　泰紘（教育推進部 特別任命助教）
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第１学舎（法・文・政策創造・外国語学部）
授業支援ステーション １号館１階
講師控室 １号館3階

尚文館（大学院）
授業支援ステーション 3階
講師控室 3階
教育開発支援センター３階

第4学舎（システム理工・環境都市工・化学生命工学部）
授業支援ステーション １号館１階
講師控室 １号館2階

第2学舎（経済・商学部）
授業支援ステーション １号館１階
講師控室 １号館2階

教務センター(教務事務グループ)

第２学舎１号館１階

第３学舎（社会学部）
授業支援ステーション １号館１階
講師控室 １号館１階
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授業支援ＳＡ 活用のガイドライン 

教育開発支援センター 

 

 

 

授業支援ＳＡ（スチューデントアシスタント）について 

ご依頼いただいた業務につきましては、本学の学生である授業支援ＳＡが担当いたします。 

 授業支援ＳＡとは： 授業の教育効果を高めるために、担任者が授業運営において

行わねばならない軽微な用務を補助したり、担任者単独では

負担になる業務について補助を行う本学の学生を指します。 

※ 授業の中で専門知識や技術を指導する職務については担えません。 

 

授業支援制度について 

授業運営に関わることについては、各学舎にあります「授業支援ステーション」にて承り

ます。具体的な業務内容は次のとおりです。 

○ 授業時配付資料の印刷 

○ 設置や利用の際に、時間や技術を要する機器（プロジェクターや AV 機器など）の設

置および利用補助 

○ カードリーダーによる出欠調査 

○ ミニッツペーパー（コメント用紙）の配付、回収、整理 

○ レポートの回収、整理 

○ 授業のビデオ撮影 

○ 授業期間中の試験問題の配付、回収 

※ 教室での資料配付および回収補助については、ご相談事項とさせていただきます。 

 

上記のほか、教育や授業の効果・効率を高め質的向上につながる支援をご希望の場合は、

各学舎授業支援ステーションまでご相談ください。 

 

授業支援ＳＡ業務依頼申し込みについて 

○ 申し込み・問い合わせ：授業支援ステーション（千里山キャンパス 各学舎） 

授業支援ステーションの連絡先は、教務手帳をご参照ください。また、SA 業務の申し

込みはインフォメーションシステムの「申請・アンケート」からも可能です。 

○ 申し込み時期  ：できるだけ学期初めにお願いします。 

○ 留 意 点    ：授業支援ＳＡの人員には限りがありますので、 

  ご依頼をお受けできない場合があります。 

本学の教育の質的向上にむけて、授業支援ＳＡ制度が導入され、さまざまなニーズに

お応えするべく取り組んでまいりましたが、学舎間の取り扱いの差異や運営上の問題点

なども見受けられるようになりました。そこで、教育開発支援センターでは、授業支援ＳＡ

に業務をご依頼いただくうえでのガイドラインと留意事項を作成しております。 

 今後の授業支援ＳＡ制度の質的充実のため、なにとぞご理解いただきたくお願い申しあ

げます。 
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授業支援ＳＡを活用するにあたっての留意事項 

 

１．教育効果の促進とは無関係なご依頼はご遠慮願います。 

限られた人員と 10 分間という短い休憩時間を中心に業務をまかなうため、教育効果の促

進に直接関係がなく、先生ご自身で対処可能なご依頼はお控えください。あくまでも「授

業の教育効果」と結びつく内容でご活用願います。 

 

２．授業支援ＳＡが判断と責任を迫られるようなご依頼はご遠慮願います。 

（例）「教室での出欠調査の際、遅刻者や不在者、一時退出者への出席可否判断を授業支援ＳＡに任

せる」 

「当日は担任者が不在なので、代わりに授業支援ＳＡのみで試験監督をして欲しい」 

授業の運営全般においては先生方が主体であり、授業支援 SA や職員はあくまで補助であ

ります。授業における判断と責任は、当該科目の担任者に委ねられています。 

したがいまして、授業支援ＳＡに高度な判断や重責を担わせることは避けてください。ま

た授業支援ステーションには職員も最小限の人数しか勤務していないため、職員の随行が

前提となるご依頼をお受けできない場合があります。 

 
３．私語などで騒がしい授業環境など、授業における問題は授業支援ＳＡに累が及ばな

いよう、担任者が主体的に解決していただくようご配慮ください。 

（例）「教室において授業態度不良な学生の指導・注意を授業支援ＳＡにしてほしい」 

近年、一部の学生の授業態度の悪化が深刻化しております。特に大教室での授業にいたっ

ては、授業中の学生の出入りも多く見受けられ、出欠調査業務がかなり困難な状態です。

もちろん授業支援ステーションの職員も解決に向け対処はいたしますが、現場においては

担任者の判断に依拠するところが大です。 

 

４ 成績に直接関わる業務については、授業支援ＳＡに介在させないようお願いいたし

ます。 

（例）「平常試験において、模範解答に基づき採点、点数入力をお願いしたい」 

テストの採点や点数入力など、成績に直接関わる業務については、授業支援ＳＡでは担う

ことができません。授業支援ＳＡには答案整理業務やレポート整理業務までを職務範囲と

しておりますので、ご協力願います。 

以 上 
 

 

 

 

 

 

本学の教育の質的向上をめざし、授業支援内容を今後さらに発展させていきたいと考えて

おります。 

先生方からも積極的なご意見をお寄せいただき、大学として取り組んでまいりたいと考えて

おりますので、ご協力のほどよろしくお願い申しあげます。 
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出欠調査のご依頼に関するお願い 

教育開発支援センター 

 

授業支援ステーションでは、カードリーダーによる出欠調査を行っています。本業務は、

教員と授業支援ＳＡ（以下ＳＡ）が教室内で協働することによってはじめて成り立ちます。 

また、ＳＡはあくまでも授業の単純補助であり、遅刻者の対応や一時的に教室に不在で

あった学生の対応などにおいてＳＡが判断を迫られたり、授業支援ステーションに判断を

委ねることのないようご理解いただいたうえで、ご依頼をお願いいたします。 

なお、以下の点に関してもご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

カードリーダーによる出欠調査業務の概要 

ＳＡが、授業時間内にカードリーダーを教室に持参します。教室内を巡回し受講生の学

生証により出席者のデータを取得いたします。 

取得したデータはご自身で確認いただけます。インフォメーションシステムの左サイド

メニューにある「出席管理」から出席管理システムにアクセスしてください。エクセル形

式での出力も可能です。 

（「出席管理システム」の詳細は「インフォメーションシステム＆CEAS/Sakai 操作マ

ニュアル【教員用】」をご参照ください。） 

 

出欠調査業務ご依頼に際してのご注意とお願い 

≪調査開始時≫ 

学生証を机上に置くようご指導願います。 

≪調査終了時≫ 

学生証をスキャンされていない学生がいないか一言受講生にお声がけ願います。 

≪学生への指導≫ 

 出欠調査において、SA が教室内を巡回している間の遅刻学生への対応など、SA が苦慮

することがあります。また、授業後に「出席していたのに出席をとってもらえなかった」

と学生が訴えにくる場面もいくつか発生しております。遅刻者と出欠調査もれの線引きは、

その場でしか判断なしえず、後日データを変更することは原則不可である点と、出欠調査

において、学生が受身ではなく自らの責任において出欠調査に臨むようご指導を賜りたく

ご協力お願いいたします。 

≪その他≫ 

ＳＡの人員配置の都合上、厳密な時間指定はお受けできません。 

 

 

 

 

 

近年、一部の学生の受講態度が悪化しており、出欠調査業務時にＳＡと受講生の

間でトラブルになることも少なくありません。 

受講生への指導の徹底およびトラブルを未然に防ぐための方策、万一、発生した

場合の速やかな対処について、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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教務手帳（抜粋）
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受講者名簿
－ LIST OF YOUR STUDENT －

受講者名簿については、学⽣の履修が確定した後、春学期は4⽉下旬、秋学期は10⽉上旬にダウン
ロードすることが可能です。
各学期開始から名簿確定までの間は、受講⽣が確定しておりませんが、インフォメーションシステ

ムをご利⽤いただければその時点での履修者名簿をPDFファイルの印刷などで出⼒いただくことが可
能です。
操作⽅法は次のとおりです。ご不明な点がございましたら各学舎授業⽀援ステーション（千⾥⼭）

または各担当オフィス（⾼槻・⾼槻ミューズ・堺）までお問い合わせください。

①関⻄⼤学のTOPページにアクセスし、〔インフォ
メーションシステム〕をクリック

②インフォメーションシステムにログインし、〔受講
者名簿〕をクリック

③受講者名簿を紙で出⼒する場合は、担任授業⼀覧の
中から対象科⽬の⼀覧のボタンを押すと表⽰される受
講者名簿の受講者名(PDF)のボタンを押してください。
なお、教室をクリックすると教室概要が表⽰されます。

④現時点での受講者名簿（受講者数含む）が表⽰され
ますので、印刷してください。

9



学舎・教室の確認

－ CHECK YOUR CLASSROOM －

www.kansai-u.ac.jp

① 関西大学のTOPページにアクセスし、
インフォメーションシステムをクリック

②ログイン画面でＩＴセンターの利用者
ＩＤ(ｔ******)とパスワードを入力く
ださい。
※ パスワードが分からない場合はＩＴセンター
２階窓口で教員証、入退室カードをご持参のう
え、お問い合わせください。

KANSAI University Information System操作マニュアル【教員用】抜粋

YOUR CLASSROOM

※ 履修者数により、教室を変更することがありますので、
授業開始直前または初回のご出講時にもご確認ください。
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教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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⑴

⑵

教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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㊞ 

 

２０   年   月   日   

 

欠  席  届 （病気・忌引き・就職試験 他） 

 

             先 生  

                                      授業支援ステーション 

                                      総合情報学部オフィス 

                                      ミューズオフィス 

堺キャンパス事務室 

 

下記学生より、先生ご担当の授業を欠席したとの申し出がありましたので、次のとおりご報告申し上げます。 

なお、この欠席に関する取り扱いについては、すべて授業担任者に委ねられておりますので、念のため申し添

えます。 

                          記 

学 籍 番 号 
 

 

氏 名  

授 業 科 目 名  

欠 席 日 時 

１日      月     日（  ）       時限 

長期      月    日（  ） ～    月    日（  ） 

欠 席 理 由 

１ 病気・怪我 

２ 忌引（三親等内の親族） 

３ 就職試験 

４ その他上記以外のやむを得ない理由 

   

証 明 書 類 

診断書 ・ 会葬礼状 ・ 就職試験来社証明書 

その他（              ）  

※書類は各申請窓口で保管しています。 

千里山キャンパスの場合：授業支援ステーション（第＿学舎） 

以  上 

                                                         

欠席した学生への注意事項 
 
 

① 担任者名、提出日および太枠内の必要事項はボールペンで記入すること。 

② 欠席理由が「4 その他～」の場合、事情を詳細に記すこと。 

③ 欠席した日から 10日以内に証明書類を添えて、各キャンパス・各学舎の 

申請窓口（下表参照）へ提出し、確認印をもらうこと。（確認印なきものは無効） 

④ 自ら直接授業担任者に事情を詳細に説明し、手渡すこと。 

                                

申請窓口                                  （確認印なきものは無効） 

千里山キャンパス 各学舎 授業支援ステーション 

高槻キャンパス 総合情報学部オフィス 

高槻ミューズキャンパス ミューズオフィス 

堺キャンパス 堺キャンパス事務室 

 

この届の提出により、公欠扱いになる 

ものではありません。欠席による配慮 

の有無は、授業担任者が判断します。 
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㊞ 

 

２０   年   月   日 

 

欠  席  届 （学校保健安全法に定める感染症） 

 
 

              先 生  

                                 

授業支援ステーション                       

総合情報学部オフィス               

ミューズオフィス 
堺キャンパス事務室 
 

下記学生は、学校保健安全法に定める感染症に罹患し、学長により出席停止となったため、先生 
ご担当の授業を欠席いたしましたので、ご配慮の程お願い申し上げます。 
 

記 

学 籍 番 号  

氏 名  

授 業 科 目 名  

欠 席 日 時 
１日     月     日（  ）     時限 

長期     月    日（  ） ～    月    日（  ） 

欠 席 理 由 
学校保健安全法に定める感染症 

 

病名： 

証 明 書 類 

 

 感染症治癒・登校許可証明書 ・ 診断書 その他（      ） 

 

※書類は各申請窓口で保管しています。 

千里山キャンパスの場合：授業支援ステーション（第＿学舎） 

                                               以 上 

                                                         

欠席した学生への注意事項 
 
① 担任者名、提出日および太枠内の必要事項はボールペンで記入すること。 
② 治癒した日から 10 日以内に証明書類を添えて、各キャンパス・各学舎の 

申請窓口（下表参照）へ提出し、確認印をもらうこと。（確認印なきものは無効） 
③ 自ら直接授業担任者に事情を詳細に説明し、手渡すこと。 
                                               
 
 
申請窓口                                  （確認印なきものは無効） 

 
 
 

千里山キャンパス 各学舎 授業支援ステーション 
高槻キャンパス 総合情報学部オフィス 
高槻ミューズキャンパス ミューズオフィス 
堺キャンパス 堺キャンパス事務室 
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⑴　

⑵

⑶　

⑴　

⑵

教務手帳（抜粋）
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教務手帳（抜粋）
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「スマートフォンからもアクセスできるので、空き時間を活用して学習ができます。」
「授業内容でわからないことがあれば、関大LMSで先生や受講生に聞けるので
助かります。」

3 学生からも高い満足度

関大LMSは、教材をWeb上で展開することで、作業の効率化や授業の質向上に役立つ、
e-Learningシステムです。

関大LMS
Learning Management System

関大Webサイトトップ画面「関大LMS」を
クリックします。

「ロ グイン画 面を 表示する」をク リ ックし
ます。

ユ ー ザ ー I D と パ ス ワ ー ド を 入 力 して
「LOGIN」ボタンをクリックします。

簡単3ステップ！ アクセス＆ログイン方法

1

2

3

1

Web上で予習・復習を促すことで、より円滑な授業運営が可能になります。また、レポート
や質問への回答や個別指導など、受講生との双方向のコミュニケーションができます。

2

教材作成が簡単 ※裏面参照

※裏面参照授業運営に役立つ機能が豊富

操作性が高く、初心者の方でも「資料」「レポート課題」「テスト」「アンケート」などが簡単に
作成できます。また、出席状況や成績の管理も簡単に行えます。

関大LMSに関する問い合わせ
kulms@ml.kandai.jp

［発行元］
教育開発支援センター
（授業支援グループ）  

簡単な基本操作は「クイック操作ガイド」
をご活用ください。
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・出席やレポートなどの
  一元管理
・レポートの類似度チェック
・手軽な成績管理

成績管理の総合的な
サポート

関大LMSでできること スマートフォン
対応

出席管理
手軽に出席が取れます。パスワード
を設定すると、代返も防ぐことができ
ます。スマホからのアクセスで、学生
は簡単に出席完了。

資料公開
様々なメディアの資料をすぐUPでき
ます。公開・⾮公開も簡単設定。スマ
ホからのアクセスで、学生はどこから
でも資料閲覧が可能。

アンケート
様々な形式のアンケートを作成可
能。回答結果は⾃動集計され、すぐ
に結果を示せます。匿名・記名式も
ワンクリック設定。

協働学習
（会議室）
掲示板、Wiki、チャットといった、協働
学習に必要な機能があります。調べ
学習の結果の共有や、グループ別掲
⽰板を作ってのグループ毎の活動⽀
援などに活躍。

メンバー管理
・成績管理
複数人の教員やTA・SAが関わる講
義のメンバー管理が簡単。成績の一
元管理はもちろんのこと、成績コンテ
ンツを使えば、エクセルを使うことな
く調整も可能。

テスト・レポート
様々な形式のテスト・レポートを簡単
に作れます。期限設定などの多くの
機能も搭載。類似レポート検索やレ
ポート返却も可能。

関大LMSを活用した際に想定される運用法

・公開資料による自主学習
・一問一答や小テストによる復習

効率のよい学習の実現

・アンケートによる対話
・ミニッツペーパーの実施

参加型授業の実現

・Wikiなどによる調査結果や成果物
の共有

情報の収集・共有の効率化

・掲示板などによるグループ毎
の活動支援、発表・討論

グループ活動の活性化

大人数
講義

演習

アクティブ・
ラーニング

一斉講義

個別学習

講義後

・様々な資料の公開
・一括での出席管理
・手軽に行えるメンバー管理

授業運営の生産性の向上

出典：関大LMSあれこれ「第1回」24
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